
 

分析
「今日の目標」を表記することを、忘れることが多かった。講義中心で、板書が整理できていないなど、反省すべき点
がある。話し合い活動は、どのクラスも積極的に行うので、2学期も意識して取り入れていきたい。

分析
1学期の試験まで授業日数が限られていたので、範囲を「やり切る」ことが目標となった授業展開だった。限られた授
業時数の中でも、生徒にとって何が大切かなど、本末転倒にならない授業を心がけていく。

講義中心で、一方通行の授業内容が多かった。手縫いといった作業も、個人で進行したため、「分らないところを教
えあおう」と言った声掛けをしたり、時にはグループの座席で実習をしたりするなどの、別のスタイルがとれたのでは
ないかと思う。生徒たちは全体的に前向きなので、それを活かせる授業の工夫など、さらなる改善に努めたい。

令和元年度　第１学期　生徒授業評価アンケートより

学習指導に関する現状と課題（一学期・生徒による授業評価アンケートより）

分析

重点目標教科 家庭 ①生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得させる。
②進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。
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板書は見やすく工夫されている

説明の声の大きさは適切である

生徒からの質問にていねいに答えている

授業にきちんと取り組む雰囲気をつくっている

話し合い活動など、授業展開に工夫がされている

１年 家庭

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない


